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(57)【要約】
　飲料調製マシン（１）は、照明可能な部分（１１Ａ～
１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ
～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）
から形成され、内側部分（１１０、１２０）の周囲で延
びる、概ね外周の照明可能装置（１１、１１’、２１、
３１、４１、５１）と、照明可能部分の照明を有効化及
び無効化するための制御装置（１００、１０５）とを有
する、ユーザインタフェース（１０、１０’、２０、３
０、４０、５０）を含む。制御装置は、照明可能部分の
部分のみを有効化する設定、例えば、連続する部分を、
内側部分を中心として回転シーケンスで順次有効化し、
任意により、全ての部分を有効化した後に全ての部分を
同時に無効化するか、又は先に有効化した部分を、有効
化速度と同じ速度、若しくはより遅い速度で順次無効化
するための、少なくとも１つの設定を有する。
【選択図】　図１ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給水源（２）、飲料調製ユニット（３）、及び飲料を飲料注出領域（４）に供給するた
めの出口（３ａ）を有するマシンなどの、飲料調製マシン（１）であって、
　　照明可能部分（１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃ、１１Ｄ、１１Ｅ、１１Ｆ、１１Ａ’、１１
Ｂ’、１１Ｃ’、１１Ｄ’、１１Ｅ’、１１Ｆ’、１１Ｇ’、１１Ｈ’、２１Ａ、２１Ｂ
、２１Ｃ、２１Ｄ、２１Ｅ、２１Ｆ、２１Ｇ、３１Ａ、３１Ｂ、３１Ｃ、３１Ｄ、３１Ｅ
、３１Ｆ、４１Ａ、４１Ｂ、５１Ａ、５１Ｂ、５１Ｃ、５１Ｄ、５１Ｅ、５１Ｆ、５１Ｇ
、５１Ｈ、５１Ｘ）により形成され、内側部分（１１０、１２０）の周囲で延びる、概ね
外周の照明可能装置（１１、１１’、２１、３１、４１、５１）と、
　　プログラミング可能な制御装置（１００、１０５）などの、前記照明可能部分の照明
を有効化及び無効化するための制御装置（１００、１０５）であって、例えば、プリント
回路基板ＰＣＢ（１００）、及び該ＰＣＢにコネクタ（１００’’’）により接続された
コントローラ（１０５）を備え、任意により、飲料調製ユニット（３）のＩＴモジュール
、ポンプ、熱調節器、及び／又は動力部など、前記マシン（１）の他の機能部を制御する
、制御装置と、を有するユーザインタフェース（１０、１０’、２０、３０、４０、５０
）を備え、
　前記ユーザインタフェース（１０、１０’、２０、３０、４０、５０）は、任意により
、前記マシン（１）の上部（１ａ）、前部（１ｂ）、又は側部（１ｃ）にある、飲料調製
マシンにおいて、
　前記制御装置（１００、１０５）は、前記照明可能部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～
１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ
）の一部のみを有効化するための、プログラミングされた設定などの少なくとも１つの設
定を有することを特徴とする、飲料調製マシン（１）。
【請求項２】
　前記照明可能部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～
３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）は、前記概ね外周の照明可能装置（
１１’）に沿って配置された、丸いスポット、又は、例えば、三角形、四角形、五角形、
又は八角形のスポットなどの、多角形のスポットなどの１つ以上のスポット（１１Ａ’～
１１Ｈ’）、及び／又は前記概ね外周の照明可能装置（１１、２１、３１、４１、５１）
に沿って延びる１つ以上の細長いセグメントを有し、前記細長いセグメントは、
　　円形セクターに概ね沿って延びるセグメント（１１Ａ～１１Ｆ）、及び／又は楕円形
セクターに概ね沿って延びるセグメント（５１Ａ～５１Ｘ）などの、湾曲セグメント（１
１Ａ～１１Ｆ、５１Ａ～５１Ｘ）、
　　真っ直ぐなセグメント（２１Ａ、２１Ｃ、２１Ｅ、２１Ｆ、２１Ｇ、３１Ｂ、２１Ｃ
、２１Ｄ、２１Ｅ）、
　　角度を成すセグメント（２１Ｂ、２１Ｄ、３１Ａ、３１Ｇ、４１Ａ、４１Ｂ）、
　　前記外周の照明可能装置（２１、３１、４１）の真っ直ぐな辺（２１Ａ、２１Ｂ、３
１Ａ、４１Ａ、４１Ｂ）全体に沿って延びるセグメント、
　　前記外周の照明可能装置（２１、３１、４１）の、真っ直ぐな辺全体にわたって（２
１Ｂ、３１Ａ、４１Ａ、４１Ｂ）、及び／若しくは真っ直ぐな辺の一部にわたって（２１
Ｄ、３１Ａ、３１Ｆ、４１Ａ、４１Ｂ）延びる、角度を成すセグメント、並びに／又は前
記外周の照明可能装置（２１、３１、４１）の、２つの真っ直ぐな辺のみに沿って（２１
Ｂ、２１Ｄ、３１Ｆ、４１Ａ、４１Ｂ）、及び／若しくは３つ以上の辺に沿って（３１Ａ
）延びるセグメントなど、前記外周の照明可能装置（２１、３１、４１）の複数の真っ直
ぐな辺（２１Ｂ、３１Ａ、４１Ａ、４１Ｂ）に沿って延びる、角度を成すセグメント、並
びに、
　　前記外周の照明可能装置（１１、２１、３１、４１、５１）の全長の部分にわたって
延びるセグメントであって、この部分は全長（３１Ｃ、３１Ｄ、３１Ｅ）の約半分（３１
Ａ、４１Ａ、４１Ｂ）、又は１／３（２１Ｂ）、又は１／４（３１Ｆ）、又は１／５、又
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は１／６（１１Ａ～１１Ｆ、２１Ａ、２１Ｄ）、又は１／７、又は１／８（３１Ｂ）、又
は１／９（５１Ａ～５１Ｘ）、又は１／１０、又は１／１２（２１Ｃ、２１Ｅ、２１Ｆ、
２１Ｇ）、又は１／２４と対応する、セグメント、から選択され得るセグメントを含む、
請求項１に記載のマシン。
【請求項３】
　前記概ね外周の照明可能装置（１１、１１’、２１、３１、４１、５１）は、単一の内
側部分（１１０）の周囲で延び、又は、一対の内側部分（１１０、１２０）などのいくつ
かの内側部分（１１０、１２０）の周囲で、例えば、前記概ね外周の照明可能装置（５１
）が、離間した前記内側部分（１１０、１２０）の周囲及び間でほぼ８の形状になるよう
に延び、任意により、単一の内側部分（１１０）は、複数の部分、例えば、複数の有効イ
ンタフェース部分（１１０Ａ、１１０Ｂ、１１０Ｃ、１１０Ｄ）、複数の無効インタフェ
ース部分、又は少なくとも１つの有効インタフェース部分（１１０Ｅ）と少なくとも１つ
の無効インタフェース部分（１１０Ｆ）との組み合わせから作製され、例えば、前記有効
インタフェース部分はユーザセレクタの形態であり、及び／又は無効ユーザインタフェー
ス部分はハウジングの一部の形態である、請求項１又は２に記載のマシン。
【請求項４】
　前記内側部分は、セレクタ（１１０Ｅ）若しくは複数のセレクタ（１１０Ａ、１１０Ｂ
、１１０Ｃ、１１０Ｄ）などの、例えば、１つ以上のプッシュボタンの形態の、能動部分
（１１０）、及び／又は、ハウジングの一部などの受動部分（１１０Ｆ、１２０）である
、請求項１～３のいずれか一項に記載のマシン。
【請求項５】
　前記概ね外周の照明可能装置（１１、１１’、２１、３１、４１、５１）は、以下の特
徴：
　　発光素子（１０１、１０２、１０３）によって放出される光を拡散するための、半透
明ウィンドなどの光拡散ウィンド（１１１）、
　　前記発光素子（１０１’）の形状をユーザに対して示すための、透明ウィンドなどの
光透過ウィンド（１１１’）、
　　単一の色の発光素子（１０１’）、又は、白色、黄色、橙色、赤色、緑色、青色、及
びピンク色、並びにこれらの混合から選択される色など、異なる色の発光素子（１０１、
１０２、１０３）のグループ（１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ、１００Ｄ、１００Ｅ、１
００Ｆ）などの異なる色の発光素子（１０１、１０２、１０３）を含む、複数の発光素子
（１０１、１０１’、１０２、１０３）、
　　単一の色の発光素子（１０１’）によって、又は異なる色の発光素子（１０１、１０
２、１０３）のグループ（１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ、１００Ｄ、１００Ｅ、１００
Ｆ）によって照明可能である、前記外周の照明可能装置（１１、１１’、２１、３１、４
１、５１）の各照明可能部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、
３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）であって、前記グループの
前記発光素子は別個に又はグループで有効化可能である、各照明可能部分、並びに、
　　任意により、コネクタの対（１００’、１００’’）などのコネクタ（１００’、１
００’’）により前記ＰＣＢ又はあるＰＣＢ１００に接続された、ＬＥＤなどの発光素子
（１０１’、１０１、１０２、１０３）、の１つ以上を含む、請求項１～４のいずれか一
項に記載のマシン。
【請求項６】
　前記概ね外周の照明可能装置（１１、１１’、２１、３１、４１、５１）の前記照明可
能部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１
Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）は、湾曲した及び／又は角度を成す線状構成など
、前記内側部分（１１０、１２０）の周囲で横並びの線状構成にあり、任意により、前記
概ね外周の照明可能装置の前記照明可能部分は、
　　単一の横並び線状構成（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３
１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）、又は２つ、３つ、若しくは
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４つのほぼ平行な若しくは同心状の横並び線状構成にある、並びに／あるいは、
　　２つの隣接する照明可能部分が、互いに直接隣接している（１１Ａ～１１Ｆ、２１Ａ
～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）、又はハウジン
グの一部（１１ａ）などのスペーサによって離間している（１１Ａ’～１１Ｈ’）、横並
び線状構成（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、
４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）にある、請求項１～５のいずれか一項に記載
のマシン。
【請求項７】
　照明可能部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１
Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）の前記照明が、実質的に、前記部分全体
にわたって広がり、任意により、前記部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１
Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）の前記照明は
、これらの部分全体にわたって、ほぼ均一な光強度、及び／又は、白色、黄色、橙色、赤
色、緑色、青色、及びピンク、又はいくつかのこのような色の混合から生じる色から選択
される色などの、ほぼ均一な色をもたらす、請求項１～６のいずれか一項に記載のマシン
。
【請求項８】
　前記制御装置（１００、１０５）は、連続する部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１
Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）、
例えば、線状横並び構成の連続する部分を、前記内側部分（１１０、１２０）を中心とし
て、ある回転シーケンスで順次有効化するための少なくとも１つの設定を有し、任意によ
り、
　ａ）時計方向及びその後の反時計方向の回転シーケンスで、又は、反時計方向及びその
後の時計方向の回転シーケンスで順次有効化するための少なくとも１つの設定、
　ｂ）前記回転シーケンスが完了すると、これを一度以上繰り返して順次有効化するため
の少なくとも１つの設定、
　ｃ）回転シーケンスにわたって、及び／若しくは複数の連続する回転シーケンスの間で
、例えば、
　　　飲料調製手順、例えば、予備湿潤、及び抽出の連続する工程、及び／若しくは、
　　　サービス手順、例えば、スケール除去手順の連続する工程、という異なる工程を示
すように速度を変更し、順次有効化するための少なくとも１つの設定、
　あるいは、
　ｄ）特徴ａ）～ｃ）の少なくとも２つの組み合わせを有する、請求項１～７のいずれか
一項に記載のマシン。
【請求項９】
　前記制御装置（１００、１０５）は、前記連続する部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～
１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ
）を、前記内側部分（１１０、１２０）を中心として回転シーケンスで順次有効化し、全
ての前記部分を有効化した後に、全ての前記部分を同時に無効化するための、少なくとも
１つの設定を有する、請求項８に記載のマシン。
【請求項１０】
　前記制御装置（１００、１０５）は、前記連続する部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～
１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ
）を、前記内側部分（１１０、１２０）を中心として回転シーケンスで順次有効化しなが
ら、前に有効化した部分を前記回転シーケンスで順次無効化し、任意により、
　ａ）前記部分は、等しい有効化速度及び無効化速度、又は、前記無効化速度よりも速い
有効化速度などの、異なる有効化速度及び無効化速度を有する、及び／若しくは、
　ｂ）少なくとも２つ又は３つの部分が同時に有効化状態になる、少なくとも１つの設定
を有する、請求項８又は９に記載のマシン。
【請求項１１】
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　前記制御装置（１００、１０５）は、１つの部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ
’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）が間
欠的に有効化及び無効化される、少なくとも１つの設定を有し、任意により、
　ａ）前記内側部分（１１０、１２０）を中心に恒久的に有効化又は無効化された部分に
よって離間した、例えば、ほぼ均等に離間した、複数の部分又は部分のグループなどの複
数の前記部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ
、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）が、同時に有効化及び無効化される、
　ｂ）複数の２つの部分が交互に有効化及び無効化されるなど、前記部分（１１Ａ～１１
Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～
５１Ｈ、５１Ｘ）の２つが、交互に有効化及び無効化される、
　ｃ）前記部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１
Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）は、一定の頻度で間欠的に有効化及び無
効化され、例えば、いくつかの部分が一定の頻度で間欠的に有効化及び無化される、又は
　ｄ）特徴ａ）、ｂ）、及びｃ）の２つ又は３つの組み合わせである、請求項１～１０の
いずれか一項に記載のマシン。
【請求項１２】
　前記設定に加えて、前記制御装置（１００、１０５）は、前記設定よりも速い速度で、
部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ
～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）を有効化及び無効化して、例えば、
　　起動若しくはサービス（例えば、スケール除去）手順の実行など、異なる種類の手順
の実行を区別するための少なくとも１つの更なる設定、及び／又は、
　　例えば、ルンゴ若しくはエスプレッソコーヒーの異なる飲料の調製手順などの同じ種
類の異なる手順、又は、例えば、軽度の若しくは集中的スケール除去手順などの異なるサ
ービス手順の実行を区別するための少なくとも１つの更なる設定を有する、請求項８～１
１のいずれか一項に記載のマシン。
【請求項１３】
　有効化可能及び無効化可能な前記部分に加えて、少なくとも１つの部分が、前記設定又
は前記更なる設定において、恒久的に有効化又は無効化されたままである、請求項８～１
２のいずれか一項に記載のマシン。
【請求項１４】
　前記制御装置（１００、１０５）は、例えば、単一部分（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～
１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ
）、又は隣接する部分のグループなどの、少なくとも１つの部分が順次有効化される、少
なくとも１つの設定を有する、請求項１～１３のいずれか一項に記載のマシン。
【請求項１５】
　前記外周の照明可能装置（１１、１１’、２１、３１、４１、５１）は、細長い形状に
概ね沿っており、
　ａ）例えば、１つ以上の円（１１、１１’）及び／若しくは楕円（５１）、又はその一
部などの曲線（１１、１１’）を形成する、
　ｂ）三角形（４１）、例えば、正方形（３１）、矩形、台形、若しくは平行四辺形であ
る、四角形（３１）、五角形、六角形（２１）、七角形、八角形（１１’）、九角形、十
角形、十一角形、若しくは十二角形などの、規則的若しくは不規則的な多角形（２１、３
１、４１）、又はその一部を形成する、
　ｃ）ストライプ（１１、２１、３１、４１、５１）の形状、及び／又は、前記細長い形
状に概ね沿って配置された、別個の発光素子などの別個の要素（１１’）、例えば、ＬＥ
Ｄ（１０１’）又は発光可能光ファイバーの一部の形状に延びる、あるいは、
　ｄ）特徴ａ）、ｂ）、及びｃ）の少なくとも２つの組み合わせである、請求項１～１４
のいずれか一項に記載のマシン。
【請求項１６】
　前記制御装置（１００、１０５）は、ユーザに対して、
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　　例えば、請求項８又は９に定義される設定による、加熱器の起動などの起動手順の実
行を示すように、
　　例えば、請求項１４に定義される設定による、飲料調製の準備完了までに必要な時間
に関する指標をインタフェースが提示するスタンバイ手順を示すように、
　　例えば、請求項８、９、又は１０に定義される設定による、飲料調製手順、例えば、
請求項８の選択肢ｂ）と組み合わされた請求項１０など、請求項１０に定義される設定に
よる、例えば、遠心処理の軸線（３ａ）を取り囲む前記概ね外周の照明可能装置（１１、
１１’、２１、３１、４１、５１）による、遠心処理による飲料調製手順の実行を示すよ
うに、
　　例えば、請求項１４に定義される設定による、任意により、全ての前記部分が有効化
されている（１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、
４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）、ユーザ命令を受信する準備が完了した状態
を示すように、
　　例えば、請求項１１に記載される設定による、原材料カプセルなどのカプセルから、
又は、例えば、ネットワーク又はポータブルメモリ装置に接続される、マシンインタフェ
ースからの情報を読み取る手順の実行を示すように、
　　例えば、請求項１１に定義される設定による、例えば、水の不足などの原材料の不足
を示す、エラーの状態を示すように、
　　例えば、請求項１４に定義される設定による、飲料調製プロセスのパラメータを設定
するため、又はスタンバイ若しくは自動停止プロセスに入るためのタイマーを設定するた
めなどの、ユーザプログラミングモードの有効化を示すように、
　　例えば、請求項８～１４のいずれか一項に定義される設定による、すすぎ、洗浄、ス
ケール除去、又は水材料排出手順など、サービス手順の実行を示すように、かつ、
　　例えば、請求項１１に定義される設定による、例えば、少なくとも１つの部分（１１
Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、
５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ）の有効化及び無効化シーケンスのいくつかにより、例えば、ユ
ーザセレクタ（１１０、１１０Ａ、１１０Ｂ、１１０Ｃ、１１０Ｄ）による、ユーザ命令
の獲得の完了を示すように、
　前記概ね外周の照明可能装置（１１、１１’、２１、３１、４１、５１）を制御するた
めの１つ以上の設定を含む、請求項１～１５のいずれか一項に記載のマシン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の分野は、ユーザに情報を示すための、ユーザフレンドリーかつ人間工学的ユー
ザインタフェースを有する、飲料調製マシンに関する。例えば、典型的には、原材料容器
内の飲料を淹出し、かつ飲料をそこから抽出するため、液体の原材料容器への循環、及び
原材料容器の遠心作用によって飲料を調製するためのマシンなど、飲料調製マシンは、調
製される飲料の原材料の、カプセルなどの容器を使用することがある。
【０００２】
　本記載の目的のため、「飲料」は、茶、コーヒー、熱い又は冷たいチョコレート、牛乳
、スープ、ベビーフードなど、人間が消費できる任意の液体物質を含むことが意図される
。「カプセル」とは、気密又は空気透過性パッケージなどのいずれかの材料の（例えば、
プラスチック、アルミニウム、再利用可能、及び／又は生分解性パッケージなど）、任意
の形状及び構造の（原材料を含む軟質ポッド又は硬質カートリッジを含む）の封入パッケ
ージ内に、香味料成分などの、任意の予め小分けにされた飲料原材料を含むことを意図さ
れている。
【背景技術】
【０００３】
　ある種の飲料調製マシンではカプセルを使用する。カプセルは、抽出若しくは溶解され
る原材料及び／又はマシン内にて保管され、自動的に供与されるか、そうでなければ、飲
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料調製時に添加される原材料を収容する。いくつかの飲料マシンは充填手段を有する。充
填手段は、液体（通常は水である）用のポンプを備える。ポンプは給水源から、低温であ
るか、実際、例えばサーモブロック等の加熱手段により加熱された液体を圧送する。
【０００４】
　特にコーヒー調製の分野において、飲料原材料を収容するカプセルが淹出装置内に挿入
されるマシンが広範に開発されてきた。淹出装置は、カプセルの周囲で確実に閉鎖され、
カプセルの第１面に水が注入され、カプセルの閉じた容積内で飲料が生成され、淹出され
た飲料が、カプセルの第２面から放出されて、カップ又はグラスなどの容器に回収され得
る。
【０００５】
　淹出装置は、「新しい」カプセルの挿入、及び使用時のカプセルの取出しを容易にする
ように開発されてきた。典型的には、このような淹出装置は、カプセル内で原材料を淹出
するための構造に対しカプセルを挿入／取り出すために、構造から相対的に可動な２つの
部分を含む。淹出装置の可動部分の作動は電動化されてもよい。このようなシステムは例
えば、欧州特許第１　７６７　１２９号に開示されている。淹出装置の他の実施例は、国
際公開第２００９／０４３６３０号、同第２００５／００４６８３号、及び同第２００７
／１３５１３６号に開示されている。
【０００６】
　遠心力を使用した飲料の調製もまた既知である。このような飲料の調製は、例えば、カ
プセルなどの容器内に、例えば、粉末及び／又は葉などの、飲料原材料（香味料成分）を
供給する工程と、液体を容器内に循環させ、容器内において液体の圧力の勾配を生じるの
に十分な速度で容器を回転させながら、液体と原材料を確実に相互作用させる工程とを含
む。このような圧力は、中央から、容器の周縁部に向かって徐々に増加する。液体がコー
ヒー層などの原材料を通過するにつれて、コーヒー生成物などの原材料の抽出が起こり、
容器の周縁部にて流出する液体抽出が得られる。国際公開第２００８／１４８６０１号は
、このような遠心原理を使用した装置の可能な実施例を記載している。この場合、原材料
容器は、使用前に開けられる密封カプセルである。回転軸と位置合わせされた水注入器を
含む、水連絡部分により、カプセルの中央に熱湯が供給される。容器はカプセルホルダに
保持され、カプセルホルダは回転モータによって回転させられる。液体連絡部分、及びカ
プセル保持部分の両方は、ローラーベアリングに沿って取り付けられる。飲料は、容器の
蓋に開口部を形成する、複数の周辺針によって、カプセルから抽出される。回転軸を中心
としてカプセルに遠心力がかけられると、熱湯が飲料の原材料を通過して、材料と相互作
用して液体抽出物を生成し、生じた液体抽出物は、遠心力の効果により周辺開口部を通り
、コレクタの衝突壁部に対して射出される。飲料を構成する液体抽出物はその後、装置の
飲料ダクトを通じて放出され、カップなどの容器内に回収される。国際公開第２００８／
１４８６５０号は、例えば容器から出る遠心力を受けた液体により形成される圧力下で開
くか、又は拡大する弁システムにより、容器、特にカプセルの下流に流れの制限が形成さ
れる装置について更に記載している。弁システムは、カプセルのリム部分に対して弾性的
に付勢される、装置の可動制限部分によって形成され得る。米国特許第５，５６６，６０
５号は、熱い飲料用の調製マシンのための、変形可能封止継手を有する、遠心タイプの抽
出セルに関する。セルはドラム及びドラムと共に内部容積を画定するカバーを含む。カバ
ーは、傾斜部と係合する取り付け耳部によってドラムと接続される。これらの先行技術の
装置において、容器に水を供給する水連絡部分、及び容器を保持する保持部分は、バヨネ
ットシステムなどのクロージャ機構によって、一緒に固定される装置のフレーム部分に沿
って回転可能である。保持部分は一般的に、少なくとも１つのローラーベアリングにより
、フレーム部分に取り付けられる。液体連絡部分もまた一般的に、これもまた少なくとも
１つのローラーベアリングに沿って取り付けられたフレーム部分の一部である。遠心処理
の間、高速で装置が回転されると、液体抽出物は、重要な軸方向及び径方向の力を生じ、
この力はこれらの回転部分を分離する傾向にある。
【０００７】
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　マシンに対して動作命令を与えるか、又はマシンからフィードバックを得るべく、ユー
ザがこのようなマシンと相互作用することを可能にするため、例えば、以下の文献に開示
されているような、様々なシステムが当該技術分野において開示されている：オーストリ
ア特許第４１０　３７７号、スイス特許第６８２　７９８号、独国特許第４４　２９　３
５３号、同第２０２　００　４１９号、同第２０　２００６　０１９　０３９号、同第２
００７　００８　５９０号、欧州特許第１４４８０８４号、同第１６７６５０９号、同第
０８１５５８５１．２号、仏国特許第２　６２４　８４４号、英国特許第２　３９７　５
１０号、米国特許第４，３７７，０４９号、同第４，４５８，７３５号、同第４，５５４
，４１９号、同第４，７６７，６３２号、同第４，９５４，６９７号、同第５，３１２，
０２０号、同第５，３３５，７０５号、同第５，３７２，０６１第、同第５，３７５，５
０８号、同第５，６４５，２３０号、同第５，６８５，４３５号、同第５，７３１，９８
１号、同第５，８３６，２３６号、同第５，９５９，８６９号、同第６，１８２，５５５
号、同第６，３５４，３４１号、同第６，７５９，０７２号、米国特許出願公開第２００
７／０１５７８２０号、国際公開第９７／２５６３４号、同第９９／５０１７２号、同第
２００４／０３０４３５号、同第２００４／０３０４３８号、同第２００６／０６３６４
５、同第２００６／０９０１８３、同第２００７／００３０６２、同第２００７／００３
９９０、同第２００８／１０４７５１、同第２００８／１３８７１０、同第２００８／１
３８８２０号及び同第２０１０／００３９３２号。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、例えば、コーヒー、チョコレート、カカオ、ミルク、スープ、又は茶調製
マシンのインタフェースの人間工学性、相互作用性、直感性、ユーザフレンドリーである
こと、及び単純さから選択される飲料マシンインタフェースの少なくとも１つの特徴を改
善することが、本発明の好ましい目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明はしたがって、飲料調製マシンに関する。マシンは、給水源、飲料調製ユニット
、及び飲料を飲料注出領域に供給するための出口を有し得る。
【００１０】
　例えば、マシンは、コーヒー、茶、チョコレート、カカオ、牛乳、及び／又はスープマ
シン、例えば、挽いたコーヒーなど、調製する飲料の原材料を含むカプセルに、熱湯若し
くは冷水、又は別の液体を通すことによって飲料を調製するためのマシンである。このよ
うなマシンの例は、国際公開第２００７／０４２４１５号、同第２００７／０４２４１４
号、同第２００７／１３４９６０号、同第２００９／０７４５５０号、同第２００９／１
３００９９号、同第２０１３／１２７４７６号、及びこれらに引用される文献に開示され
ている。
【００１１】
　例えば、飲料マシンは、少なくとも１つの原材料から飲料を調製し、このような調製さ
れた飲料を注出するための容器保持ユニットを有する。例えば、マシンは、コーヒー、茶
、チョコレート、カカオ、牛乳、及び／又はスープを調製するように構成されている。例
えば、マシンは、容器保持ユニットを含む飲料処理モジュール内において、挽いたコーヒ
ー、茶、チョコレート、カカオ、又はミルク粉末など、調製する飲料の香味料成分などの
原材料を含む、保持されるカプセルなどのユニット内に保持される容器に、熱湯若しくは
冷水、又は別の液体を通すことによって飲料を調製するように構成されている。
【００１２】
　このような飲料調製は典型的には、例えば、水とミルク粉末など、複数の飲料原材料を
混合する工程、及び／又は、挽いたコーヒー、若しくは水と茶の注入など、飲料原材料を
注入する工程を含む。例えば、１回分に対応する所定量の飲料が、ユーザのリクエストに
よって形成及び注出される。このような１回分の量は、飲料の種類によって２５～２５０
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ｍＬの範囲（例えば、カップ又はマグを充填する量）であり得る。形成及び注出される飲
料は、リステロット、エスプレッソ、ルンゴ、カプチーノ、カフェラテ、アメリカンコー
ヒー、茶などから選択され得る。例えば、コーヒーマシンは、エスプレッソを注出する（
１回あたり２０～６０ｍＬの調節可能な量）、及び／又はルンゴを注出する（例えば、一
回当たり７０～２００ｍＬの範囲の量）ように構成されてもよい。
【００１３】
　有利な実施形態において、飲料マシンは、例えば、国際公開第２００８／１４８６０１
号、同第２００８／１４８６０４号、同第２００８／１４８６４６号、同第２００８／１
４８６５０号、同第２００８／１４８６５６号、同第２００９／１０６１７５号、同第２
００９／１０６５９８号、同第２０１０／０６３６４４号、同第２０１０／０６６７３６
号、同第２０１０／０８９３２９号、同第２０１１／０２３７１１号、ＰＣＴ／ＥＰ１３
／０７７２７６号、及びＰＣＴ／ＥＰ１３／０７７２７５号に開示される、遠心処理によ
り原材料を組み合わせるタイプのものである。したがって、マシンは、例えば、内部に液
体が注入され、原材料と液体とを混合するために、遠心軸を中心とした遠心処理を受ける
、原材料カプセルを収容するための原材料混合チャンバを含む場合がある。原材料混合チ
ャンバは、回転して原材料を混合するために、開閉することができる。
【００１４】
　本発明のマシンは、照明可能部分により形成され、内側部分の周囲で延びる、概ね外周
の照明可能装置と、プログラミング可能な制御装置などの、照明可能部分の照明を有効化
及び無効化するための制御装置とを有する、ユーザインタフェースを含む。例えば、制御
装置は、プリント回路基板ＰＣＢ、及びあるＰＣＢにコネクタにより接続されたコントロ
ーラなどのコントローラを含む。ＰＣＢは、単一のプリント基板、又は電気的に、若しく
は光学的に、ないしは別の方法により接続された、いくつかの並置された、若しくは離間
したプリント基板から形成され得る。任意により、制御装置は、例えば、調製ユニットの
ＩＴモジュール、ポンプ、熱調節器、及び／又は動力部など、このようなマシンの他の機
能部を制御する。
【００１５】
　典型的な実施形態において、ユーザインタフェースは、このようなマシンの上部、又は
前部、又は側部にある。
【００１６】
　本発明により、制御装置は、照明可能部分の一部のみを有効化するために、少なくとも
１つの設定を有する。
【００１７】
　照明可能部分は、概ね外周の照明可能装置に沿って配置された、例えば、丸いスポット
、又は多角形のスポットなどの１つ以上のスポット、及び／又は概ね外周の照明可能装置
に沿って延びる１つ以上の細長いセグメントを含み得る。このような細長いセグメントは
、
　　円形セクターに概ね沿って延びるセグメント、及び／又は楕円形セクターに概ね沿っ
て延びるセグメントなどの、湾曲セグメント、
　　真っ直ぐなセグメント、
　　角度を成すセグメント、
　　外周の照明可能装置の真っ直ぐな辺全体に沿って延びるセグメント、
　　外周の照明可能装置の、真っ直ぐな辺の全体にわたって、及び／若しくは真っ直ぐな
辺の一部にわたって延びる、角度を成すセグメント、並びに／又は外周の照明可能装置の
、２つの真っ直ぐな辺のみに沿って、及び／若しくは３つ以上の辺に沿って延びるセグメ
ントなど、外周の照明可能装置の複数の真っ直ぐな辺に沿って延びる、角度を成すセグメ
ント、並びに、
　　外周の照明可能装置の全長の部分にわたって延びるセグメントであって、この部分は
全長の、約半分、又は１／３、又は１／４、又は１／５、又は１／６、又は１／７、又は
１／８、又は１／９、又は１／１０、又は１／１２、又は１／２４と対応する、セグメン
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トと、から選択され得るセグメントを含む。
【００１８】
　概ね外周の照明可能装置は、単一の内側部分の周囲で延び、又は一対の内側部分のよう
ないくつかの内側部分の周囲で、例えば、概ね外周の照明可能装置が離間した内側部分の
周囲及び間でほぼ８の形状になるように延びてよい。単一の内側部分は、複数の部分、例
えば、複数の有効インタフェース部分、若しくは複数の無効インタフェース部分、又は少
なくとも１つの有効インタフェース部分と少なくとも１つの無効インタフェース部分との
組み合わせから作製され得る。例えば、このような有効インタフェース部分はユーザセレ
クタの形態である。無効ユーザインタフェース部分はハウジングの一部の形態であり得る
。ハウジングの一部は、インタフェースのハウジングに属する、及び／又は外部マシンハ
ウジングに属する。
【００１９】
　内側部分は、セレクタ若しくは複数のセレクタなどの、例えば、１つ以上のプッシュボ
タンの形態の能動部分、及び／又は、例えば、ハウジングの一部などの受動部分であり得
る。
【００２０】
　概ね外周の照明可能装置は、以下の特徴：
　　発光素子によって放出される光を拡散するための、半透明ウィンドなどの光拡散ウィ
ンド、
　　発光素子の形状をユーザに対して示すための、透明ウィンドなどの光透過ウィンド、
　　単一の色の発光素子、又は、白色、黄色、橙色、赤色、緑色、青色、及びピンク色、
並びにこれらの混合から選択される色など、異なる色の発光素子のグループなどの異なる
色の発光素子を含む、複数の発光素子、
　　単一の色の発光素子によって、又は異なる色の発光素子のグループによって照明可能
である、外周の照明可能装置の各照明可能部分であって、このようなグループの発光素子
は別個に又はグループで有効化可能である、各照明可能部分、並びに、
　　任意により、コネクタの対などのコネクタにより上記ＰＣＢ又はあるＰＣＢに接続さ
れた、ＬＥＤなどの発光素子、の１つ以上を含み得る。
【００２１】
　異なる色の光を放出する発光素子は、異なる種類の信号を伝達するために使用されても
よい。例えば、赤色は、警告の指標、又は熱生成の指標を伝達するために使用されてもよ
い。青色は、冷たい状態に関連する指標を伝達するために使用されてもよい。緑色は、状
態、又は準備完了したことを示すために使用されてもよい。赤色又は青色は、飲料を温め
る、又は冷やす処理の指標を伝達するために使用され得る。橙色又は黄色は、ユーザプロ
グラミングモード、又はサービスモード、例えば、マシンのすすぎ、洗浄、又はスケール
除去などを示すために使用されてもよい。したがって、ユーザに異なる指標を伝達するた
めに、直感的なカラーコードを使用してもよい。
【００２２】
　概ね外周の照明可能装置の照明可能な部分は、湾曲した及び／又は角度を成す線状構成
など、内側部分の周囲で横並びの線状構成にあってもよい。例えば、概ね外周の照明可能
装置の照明可能部分は、
　　単一の横並び線状構成、又は２つ、３つ、若しくは４つのほぼ平行な若しくは同心状
の横並び線状構成にある、並びに／あるいは、
　　２つの隣接する照明可能部分が、互いに直接隣接している、又はハウジングの一部な
どのスペーサによって離間している、横並び線状構成にある。
【００２３】
　各照明可能部分の照明は、実質的に、この部分全体にわたって広がっていてもよい。任
意により、各部分の照明は、これらの部分全体にわたって、ほぼ均一な光強度、及び／又
はほぼ均一な色をもたらす。色は、白色、黄色、橙色、赤色、緑色、青色、及びピンク、
又はいくつかのこのような色の混合から選択され得る。
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【００２４】
　制御装置は、連続する部分、例えば、線状横並び構成の連続する部分を、内側部分を中
心として、ある回転シーケンスで順次有効化するための少なくとも１つの設定を有するこ
とができ、例えば：
　ａ）時計方向及びその後の反時計方向のシーケンスで、又は、反時計方向及びその後の
時計方向のシーケンスで順次有効化するための少なくとも１つの設定、
　ｂ）回転シーケンスが完了すると、これを一度以上繰り返して順次有効化するための少
なくとも１つの設定、及び／又は、
　ｃ）回転シーケンスにわたって、及び／若しくは複数の連続する回転シーケンスの間で
、例えば、
　　　飲料調製手順、例えば、予備湿潤、及び抽出の連続する工程、及び／若しくは、
　　　サービス手順、例えば、スケール除去手順の連続する工程、という異なる工程を示
すように速度を変更し、順次有効化するための少なくとも１つの設定で行われる。
【００２５】
　このような設定は、例えば、起動サイクル、又は飲料調製サイクル、又は清掃サイクル
など、任意の時点におけるサイクルの動作を示すために使用され得る。有利な実施形態に
おいて、このような設定は、遠心処理による飲料調製サイクルを示すために使用されても
よく、外周の照明可能装置は、任意により遠心処理軸の周囲で延び、遠心処理は、遠心処
理軸を中心とした遠心処理を示す、回転シーケンスの複数の繰り返しなどの回転シーケン
スによって示される。
【００２６】
　制御装置は、連続する部分を、内側部分を中心として回転シーケンスで順次有効化し、
全ての部分を有効化した後に、全ての部分を同時に無効化するための、少なくとも１つの
設定を有し得る。
【００２７】
　制御装置は、連続する部分を、内側部分を中心として回転シーケンスで順次有効化しな
がら、前に有効化した部分を回転シーケンスで順次無効化するための、少なくとも１つの
設定を有し得る。任意により、これらの部分は、等しい有効化速度及び無効化速度、又は
、無効化速度よりも速い有効化速度などの、異なる有効化速度及び無効化速度を有する。
少なくとも２つ又は３つの部分が同時に有効化状態になり得る。
【００２８】
　制御装置は、１つの部分が、間欠的に有効化及び無効化されるような、少なくとも１つ
の設定を有し得る。
【００２９】
　例えば、このような設定は、エラーの表示、又は、ユーザセレクタによりユーザ命令が
適切に獲得されたことを確認するなどの、マシン１が情報を獲得したことを確認する表示
と関連付けられ得る。
【００３０】
　内側部分を中心に恒久的に有効化又は無効化された部分によって離間した、例えば、ほ
ぼ均等に離間した、複数の部分又は部分のグループなどの複数の部分が、同時に有効化及
び無効化されてもよい。
【００３１】
　複数の２つの部品が、交互に有効化及び無効化されるなど、これらの部分の２つが、交
互に有効化及び無効化されてもよい。
【００３２】
　例えば、このような設定は、例えば、ユーザセレクタによるユーザ入力、又はユーザに
よる別のアクションのマシン１による期待値と関連付けられ得る。
【００３３】
　部分は、一定の頻度で間欠的に有効化及び無効化されてもよく、例えば、いくつかの部
分が一定の頻度で間欠的に有効化及び無効化されてもよい。
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【００３４】
　上記の設定のいずれかに加えて、制御装置は、上記の設定よりも速い速度で部分を有効
化及び無効化するための、少なくとも１つの更なる設定を有してもよい。
【００３５】
　例えば、異なる種類の手順の実行を区別するために、異なる速度が使用されてもよい。
例えば、起動又はサービス（スケール除去）手順の実行が、比較的遅い速度における１つ
以上の回転シーケンスによって示されてもよく、飲料調製手順は、比較的速い速度におけ
る１つ以上の回転シーケンスによって示されてもよい。
【００３６】
　例えば、ルンゴ若しくはエスプレッソコーヒーの異なる飲料の調製手順などの同じ種類
の異なる手順、又は、例えば、軽度の若しくは集中的スケール除去手順などの異なるサー
ビス手順の実行を区別するために異なる速度が実施され得る。
【００３７】
　有効化可能及び無効化可能な部分に加えて、少なくとも１つの部分が、上記の設定又は
更なる設定において、恒久的に有効化又は無効化されたままであり得る。
【００３８】
　制御装置は、例えば、単一の部分、又は隣接する部分のグループなどの、少なくとも１
つの部分が順次有効化される、少なくとも１つの設定を有し得る。
【００３９】
　外周の照明可能装置は、細長い形状に概ね沿っており、
　ａ）例えば、１つ以上の円、及び／若しくは楕円、又はその一部などの曲線を形成する
、
　ｂ）三角形、例えば、正方形、矩形、台形、若しくは平行四辺形である、四角形、五角
形、六角形、七角形、八角形、十角形、九角形、十角形、十一角形、若しくは十二角形な
どの、規則的若しくは不規則的な多角形、又はその一部を形成する、並びに／あるいは、
　ｃ）ストライプの形状、及び／又は、細長い形状に概ね沿って配置された、別個の発光
素子などの別個の要素、例えば、ＬＥＤ又は発光可能光ファイバーの一部の形状に延びる
。
【００４０】
　制御装置は、ユーザに対して、
　　例えば、連続する部分、例えば、線状横並び構成の連続する部分を、内側部分を中心
として、ある回転シーケンスで順次有効化するための設定、及び任意により、全ての部分
を有効化した後に、全ての部分を同時に無効化する種類の設定など、上記の設定による、
加熱器の起動などの起動手順の実行を示すように、
　　例えば、単一部分、又は隣接する部分のグループなどの、少なくとも１つの部分が順
次有効化される設定など、上記の設定による、飲料調製の準備完了までに必要な時間に関
する指標をインタフェースが提示するスタンバイ手順を示すように、
　　例えば、連続する部分を内側部分を中心に回転シーケンスで順次有効化し、かつ全て
の部分が有効化された後に全ての部分を同時に無効化するか、又は部分を有効化しながら
、先に有効化された部分を、回転シーケンスで順次無効化する設定など、上記の設定によ
る、飲料調製手順、例えば、回転シーケンスが完了すると、これを一度以上繰り返すこの
ような上記の設定のような、例えば、遠心処理の軸線を取り囲む概ね外周の照明可能装置
による、遠心処理による飲料調製手順の実行を示すように、
　　例えば、上記の設定、例えば、少なくとも１つの部分が順次有効化され、任意により
全ての部分が順次有効化される設定による、ユーザ命令を受信する準備が完了した状態を
示すように、
　　例えば、上記の設定、例えば、１つの部分が間欠的に有効化及び無効化される設定に
よる、原材料カプセルなどのカプセルから、又は、例えば、ネットワーク又はポータブル
メモリ装置に接続される、マシンインタフェースからの情報を読み取る手順の実行を示す
ように、
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　　例えば、上記の設定、例えば、１つの部分が間欠的に有効化及び無効化される設定に
よる、例えば、例えば水の不足などの原材料の不足を示す、エラーの状態を示すように、
　　例えば、上記の設定、例えば、少なくとも１つの部分が順次有効化される設定による
、飲料調製プロセスのパラメータを設定するため、又はスタンバイ若しくは自動停止プロ
セスに入るためのタイマーを設定するためなどの、ユーザプログラミングモードの有効化
を示すように、
　　例えば、上記の設定、例えば、全ての部分が有効化された後に全ての部分が同時に無
効化されるか、若しくは先に有効化された部分が、回転シーケンスで順次無効化されるよ
うにして、連続する部分が、内側部分を中心にして、回転シーケンスで順次有効化される
設定、１つの部分が間欠的に有効化及び無効化される設定、又は少なくとも１つの部分が
順次有効化される設定などによる、すすぎ、洗浄、スケール除去、又は水材料排出手順な
ど、サービス手順の実行を示すように、並びに、
　　例えば、上記の設定、例えば、１つの部分が、間欠的に、例えば２回又は３回、有効
化及び無効化される設定による、例えば、ユーザセレクタによる、ユーザ命令の獲得の完
了を示すように、概ね外周の照明可能装置を制御するための１つ以上の設定を含み得る。
【００４１】
　本発明はここで、概略図を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明による飲料調製マシンの丸いインタフェースを概略的に例示している。
【図１ａ】図１のインタフェースの水平方向断面図を示している。
【図１Ａ】直線Ａ－Ａに沿った、図１及び図１ａのインタフェースの拡大断面図を例示し
ている。
【図１Ｂ】直線Ｂ－Ｂに沿った、図１及び図１ａのインタフェースの拡大断面図を例示し
ている。
【図１ｘ】本発明によるマシンのインタフェースのバリエーションを例示している。
【図２】本発明によるマシンに設置され得る、多角形の異なるインタフェースを例示して
いる。
【図３】本発明によるマシンに設置され得る、多角形の異なるインタフェースを例示して
いる。
【図４】本発明によるマシンに設置され得る、多角形の異なるインタフェースを例示して
いる。
【図５】本発明によるマシンに設置され得る、湾曲した形状のインタフェースを例示して
いる。
【図６】本発明による飲料調製マシンを例示している。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　図１～５は、本発明による飲料調製マシン１のための、異なるユーザインタフェース１
０、２０、３０、４０、５０を例示している。インタフェース１０を備える飲料マシン１
の実施例が図６に示される。
【００４４】
　代表的な飲料調製マシン１は、給水源２、及び飲料調製ユニット３を有し得る。給水源
２は、水タンクであり得る。あるいは、マシンの給水源は、飲料マシンのいずれかの水タ
ンクを手動で補充する必要がないように、都市の配水システムに直接接続することが可能
なコネクタを含んでもよい。
【００４５】
　マシン１は、熱い又は冷たい飲料を調製するように構成されてもよい。マシン１は、例
えば、水及び／又はミルクなどの液体キャリア、及び１つ以上の香味料成分並びに／又は
質感成分（texturing ingredient）、例えば、チョコレート、カカオ、コーヒー、茶、牛
乳、シロップ、砂糖、クリーム、乳化剤、乾燥又はゲルスープなどの、異なる原材料を組
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み合わせるように構成され得る。原材料は、これを混合することにより、又は注入するこ
とにより、組み合わされ得る。好適なマシンは、例えば、国際公開第２００９／０７４５
５０号及び同第２００９／１３００９９号により詳細に開示されている。有利な実施形態
において、飲料マシン１は、例えば、国際公開第２００８／１４８６０１号、同第２００
８／１４８６０４号、同第２００８／１４８６４６号、同第２００８／１４８６５０号、
同第２００８／１４８６５６号、同第２００９／１０６１７５号、同第２００９／１０６
５９８号、同第２０１０／０６３６４４号、同第２０１０／０６６７３６号、同第２０１
０／０８９３２９号、同第２０１１／０２３７１１号、ＰＣＴ／ＥＰ１３／０７７２７６
号、及びＰＣＴ／ＥＰ１３／０７７２７５号に開示される、遠心処理により原材料を組み
合わせるタイプのものである。したがって、マシン１は、内部に液体が注入され、原材料
と液体とを混合するために、遠心軸３ａを中心とした遠心処理を受ける、原材料カプセル
を収容するための原材料混合チャンバ３ｂ（典型的にはマシン１内に配置され、図６に点
線で示される）を含む場合がある。原材料混合チャンバ３ｂは、（例えば、ハンドル１ａ
を作動させることにより上部１ａを旋回させるか、又は昇降させて）開閉することができ
、回転させて原材料を混合することができる。
【００４６】
　飲料マシン１は、典型的には、単一の出口、又は二重出口であり得る、出口３ａを有す
る。出口３ａは、注出領域４に飲料を供給するように構成され得る。注出領域４は、グラ
ス、カップ、又はマグなどの容器を受容するように構成され得る。注出領域は、例えば欧
州特許第１８６７２６０号、又は国際公開第２００９／０７４５５７号に開示されるよう
な、任意の種類のものであり得る。
【００４７】
　飲料マシン１は、ユーザインタフェース１０を含み、これは、図１、図１Ａ、及び図１
Ｂにより詳細に例示されている。あるいは、インタフェース１０は、図１ｘ～５に例示さ
れるインタフェース１０’、２０、３０、４０、５０のいずれか、又は本発明の領域に包
含される、そのバリエーションにより代替することができる。
【００４８】
　ユーザインタフェース１０、１０’、２０、３０、４０、５０は全て、
　　照明可能部分１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃ、１１Ｄ、１１Ｅ、１１Ｆ、１１Ａ’、１１Ｂ
’、１１Ｃ’、１１Ｄ’、１１Ｅ’、１１Ｆ’、１１Ｇ’、１１Ｈ’、２１Ａ、２１Ｂ、
２１Ｃ、２１Ｄ、２１Ｅ、２１Ｆ、２１Ｇ、３１Ａ、３１Ｂ、３１Ｃ、３１Ｄ、３１Ｅ、
３１Ｆ、４１Ａ、４１Ｂ、５１Ａ、５１Ｂ、５１Ｃ、５１Ｄ、５１Ｅ、５１Ｆ、５１Ｇ、
５１Ｈ、５１Ｘにより形成され、内側部分１１０、１２０の周囲で延びる、概ね外周の照
明可能装置１１、１１’、２１、３１、４１、５１と、
　　プログラミング可能な制御装置などの、照明可能部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１
１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘの
照明を有効化及び無効化するための制御装置１００、１０５であって、例えば、プリント
回路基板ＰＣＢ１００、及びＰＣＢにコネクタ１００’’’により接続されたコントロー
ラなどのコントローラ１０５を備えたプログラミング可能な制御装置１００、１０５とを
有する。
【００４９】
　制御装置１００、１０５は、飲料調製ユニット３のＩＴモジュール、ポンプ、熱調節器
、及び／又は動力部など、このようなマシン１の他の機能部を制御し得る。
【００５０】
　典型的な実施形態において、ユーザインタフェース１０、１０’、２０、３０、４０、
５０は、このようなマシン１の上部１ａ、前部１ｂ、又は側部１ｃにある。図６において
、例えば、ユーザインタフェース１０は、マシン１の上部１ａに設けられている。
【００５１】
　制御装置１００、１０５は、照明可能部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１
Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘの一部のみを有
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効化するための、プログラミングされた設定などの少なくとも１つの設定を組み込んでも
よい。
【００５２】
　例えば、図１ｘに例示されるように、照明可能部分は、概ね外周の照明可能装置１１’
に沿って配置された、丸い又は多角形のスポットなど、１つ以上の照明可能スポット１１
Ａ’～１１Ｈ’を含む場合がある。例えば、図１、２、３、４、及び５に例示されるよう
に、照明可能部分は、概ね外周の照明可能装置１１、２１、３１、４１、５１に沿って延
びる１つ以上の細長いセグメント１１Ａ～１１Ｆ、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４
１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘを有する場合がある。
【００５３】
　このような細長いセグメントは、
　　円形セクター１１Ａ～１１Ｆに概ね沿って延びるセグメント（図１）、及び／又は楕
円形セクター５１Ａ～５１Ｘに概ね沿って延びるセグメント（図６）などの、湾曲セグメ
ント１１Ａ～１１Ｆ、５１Ａ～５１Ｘ、
　　真っ直ぐなセグメント２１Ａ、２１Ｃ、２１Ｅ、２１Ｆ、２１Ｇ、３１Ｂ、２１Ｃ、
２１Ｄ、２１Ｅ（図２～４）、
　　角度を成すセグメント２１Ｂ、２１Ｄ、３１Ａ、３１Ｇ、４１Ａ、４１Ｂ（図２～４
）、
　　外周の照明可能装置２１、３１、４１の真っ直ぐな辺２１Ａ、２１Ｂ、３１Ａ、４１
Ａ、４１Ｂ全体に沿って延びるセグメント（図２～４）、
　　外周の照明可能装置２１、３１、４１の、真っ直ぐな辺全体にわたって２１Ｂ、３１
Ａ、４１Ａ、４１Ｂ、及び／若しくは真っ直ぐな辺の一部にわたって２１Ｄ、３１Ａ、３
１Ｆ、４１Ａ、４１Ｂ延びる、角度を成すセグメント、並びに／又は外周の照明可能装置
２１、３１、４１（図２～４）の、２つの真っ直ぐな辺のみに沿って２１Ｂ、２１Ｄ、３
１Ｆ、４１Ａ、４１Ｂ、及び／若しくは３つ以上の辺に沿って３１Ａ延びるセグメントな
ど、外周の照明可能装置２１、３１、４１の複数の真っ直ぐな辺２１Ｂ、３１Ａ、４１Ａ
、４１Ｂに沿って延びる、角度を成すセグメント、
　　外周の照明可能装置１１、２１、３１、４１、５１の全長の部分にわたって延びるセ
グメントであって、各部分は、外周の照明可能装置の全長の、約半分である３１Ａ、４１
Ａ、４１Ｂ（図３及び図４）、又は１／３である２１Ｂ（図２）、又は１／４である３１
Ｆ（図３）、又は１／５、又は１／６である１１Ａ～１１Ｆ、２１Ａ、２１Ｄ（図１及び
図２）、又は１／７、又は１／８である３１Ｂ（図３）、又は１／９である５１Ａ～５１
Ｘ（図５）、又は１／９、又は１／１２である２１Ｃ、２１Ｅ、２１Ｆ、２１Ｇ（図２）
、又は１／２４である３１Ｃ、３１Ｄ、３１Ｅ（図３）と対応する、セグメントと、並び
に
　　これらの組み合わせ、例えば、異なる長さのセグメント（図２～５）から、若しくは
同じ長さのセグメント（図１）から作製される、及び／又は湾曲セグメント及び真っ直ぐ
なセグメントの組み合わせ（図示されない）から作製される、外周の照明可能装置である
セグメント、から選択され得る。
【００５４】
　外周の照明可能装置１１、１１’、２１、３１、４１、５１は、単一の内側部分１１０
（図１～４）、又はいくつかの内側部分１１０、１２０の周辺に延びることがある。例え
ば、このような配置は、例えば、外周の照明可能装置５１がほぼ８の形状になるように（
図５）、一対の内側部分１１０、１２０の周囲で延びる。
【００５５】
　単一の内側部分１１０は、いくつかの部分、例えば、複数の有効インタフェース部分１
１０Ａ、１１０Ｂ、１１０Ｃ、１１０Ｄ（図１及び図２）、複数の無効インタフェース部
分、又は少なくとも１つの有効インタフェース部分１１０Ｅと少なくとも１つの無効イン
タフェース部分１１０Ｆとの組み合わせ（図４）から作製されることができ、例えば、有
効インタフェース部分はユーザセレクタの形態であり、及び／又は無効ユーザインタフェ
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ース部分はハウジングの一部の形態である。
【００５６】
　内側部分は、例えば、セレクタ１１０Ｅ若しくは複数のセレクタ１１０Ａ、１１０Ｂ、
１１０Ｃ、１１０Ｄなどの、例えば、１つ以上のプッシュボタンの形態の、能動部分１１
０、及び／又はハウジングの一部などの受動部分１１０Ｆ、１２０、から選択され得る。
【００５７】
　ユーザセレクタ１１０、１１０Ａ、１１０Ｂ、１１０Ｃ、１１０Ｄ、１１０Ｅは典型的
にはコントローラ１０５、又はＰＣＢ１００に接続され、例えば、生成すべき、所望の量
及び／又は濃度、及び／又は味などのいくつかの特徴を有する飲料の調製を開始するか、
又は、例えば、すすぎ若しくは洗浄、若しくはスケール除去などサービス手順を実行する
ため、又はマシン１をオン若しくはオフにするため、又はユーザプログラミングモードに
入るための命令などの、ユーザ命令を受信するように設定されてもよい。ユーザセレクタ
１１０、１１０Ａ、１１０Ｂ、１１０Ｃ、１１０Ｄ、１１０Ｅは、ユーザ命令のみを受け
るように設定されてもよく、又はユーザに対して情報を示すように更に設定されてもよく
、例えば、またユーザセレクタ自体がコントローラ１０５によって制御される発光装置を
備えてもよい。例えば、ユーザセレクタは、セレクタと関連する機能部が、マシン１の使
用時の所定の時点で利用可能であるかどうかによって、照明可能である。例えば、スケー
ル除去プロセス中に飲料調製プロセスを開始することは不可能である。これは、対応する
ユーザセレクタの適切な照明によって示すことができる。これは、サービス手順中にはユ
ーザが飲料を注文できないということを意味するものではなく、サービス手順が中断され
る必要があるか、又は最後まで実行されてから、飲料調製の命令を実行することを意味し
ている。例えば、コントローラは、マシン１が、ユーザリクエストを実行可能な状態にあ
る後の時点で実行するために、特定のユーザリクエストを記憶してもよい。例えば、記憶
されたユーザリクエストを後で実行する実施例に関しては、例えば、国際公開第２０１１
／０２０７７９号を参照せよ。当然、特定のプロセスを実行する入力を、このようなプロ
セスの実行が不可能であるかぎり、アクセプトしないように、マシンを設定することもま
た可能である。
【００５８】
　外周の照明可能装置１１、１１’、２１、３１、４１、５１は、以下の特徴：
　　発光素子１０１、１０２、１０３によって放出される光を拡散するための、半透明ウ
ィンドなどの光拡散ウィンド１１１（図１、図１Ａ、及び図２Ｂ）、
　　発光素子１０１’の形状をユーザに対して示すための、透明ウィンドなどの光透過ウ
ィンド１１１’（図２ｘ）、
　　単一の色の発光素子１０１’、又は、白色、黄色、橙色、赤色、緑色、青色、及びピ
ンク色、並びにこれらの混合から選択される色など、異なる色の発光素子１０１、１０２
、１０３（図１ａ、及び図１Ａ）のグループ１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ、１００Ｄ、
１００Ｅ、１００Ｆなどの異なる色の発光素子１０１、１０２、１０３を含む、複数の発
光素子１０１、１０１’、１０２、１０３、
　　単一の色の発光素子１０１’によって、又は異なる色の発光素子１０１、１０２、１
０４のグループ１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ、１００Ｄ、１００Ｅ、１００Ｆによって
照明可能である、外周の照明可能装置１１、１１’、２１、３１、４１、５１の各照明可
能部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ
～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘであって、このようなグループの発光素子は別個に又
はグループで有効化可能である、各照明可能部分、並びに、
　　任意により、コネクタの対１００’、１００’’などのコネクタ１００’、１００’
’（図１ａ、図１Ａ及び図１Ｂ）により上記ＰＣＢ又はあるＰＣＢ１００に接続された、
ＬＥＤなどの発光素子１０１’、１０１、１０２、１０３、の１つ以上を含んでもよい。
【００５９】
　外周の照明可能装置１１、１１’、２１、３１、４１、５１の、照明可能部分１１Ａ～
１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１
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Ａ～５１Ｈ、５１Ｘは、湾曲した構成（図１～１ｘ、及び図５）、及び／又は角度を成す
線状構成（図２～４）など、内側部分１１０、１２０の周囲で横並びの線状構成にあって
もよい。このような照明可能部分は、
　　単一の横並び線状構成１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１
Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ（図１～５）、又は２つ、若３つ
、若しくは４つのほぼ平行な横並び線状構成にある、及び／あるいは、
　　２つの隣接する照明可能部分が、互いに直接隣接している１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’
～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１
Ｘ（図１、図２、図３、図４、及び図５）、又はハウジングの一部１１ａなどのスペーサ
によって離間している１１Ａ’～１１Ｈ’（図１ｘ）、横並び線状構成１１Ａ～１１Ｆ、
１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１
Ｈ、５１Ｘにあり得る。
【００６０】
　照明部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４
１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘの照明は、実質的に、これらの部分全体にわたっ
て広がり得る。任意により、このような部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１
Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘの照明は、これ
らの部分全体にわたって、ほぼ均一な光強度、及び／又は、白色、黄色、橙色、赤色、緑
色、青色、及びピンク、又はいくつかのこのような色の混合から生じる色から選択される
色などの、ほぼ均一な色をもたらす。
【００６１】
　制御装置１００、１０５は、連続する部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１
Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ、例えば、線状
横並び構成の連続する部分を、内側部分１１０、１２０を中心として、ある回転シーケン
スで順次有効化するための少なくとも１つの設定を有し得る。任意により、
　ａ）時計方向及びその後の反時計方向のシーケンスで、又は、反時計方向及びその後の
時計方向のシーケンスで順次有効化され、
　ｂ）回転シーケンスが完了すると、これを一度以上繰り返して順次有効化され、及び／
又は、
　ｃ）回転シーケンスにわたって、及び／若しくは複数の連続する回転シーケンスの間で
、
　　　飲料調製手順、例えば、予備湿潤、及び抽出の連続する工程、及び／若しくは、
　　　サービス手順、例えば、スケール除去手順の連続する工程、という異なる工程を示
すように速度を変更し、順次有効化される。
【００６２】
　このような設定は、例えば、起動サイクル、又は飲料調製サイクル、又は清掃サイクル
など、任意の時点におけるサイクルの動作を示すために使用され得る。有利な実施形態に
おいて、このような設定は、遠心処理による飲料調製サイクルを示すために使用されても
よく、外周の照明可能装置は、任意により遠心処理軸３ａの周囲で延び、遠心処理は、遠
心処理軸３ａを中心とした遠心処理を示す、回転シーケンスの複数の繰り返しなどの回転
シーケンスによって示される。
【００６３】
　制御装置１００、１０５は、連続する部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１
Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘを、内側部分１
１０、１２０を中心として回転シーケンスで順次有効化し、全ての部分を有効化した後に
、全ての部分を同時に無効化するための、少なくとも１つの設定を有し得る。
【００６４】
　制御装置１００、１０５は、連続する部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１
Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘを、内側部分１
１０、１２０を中心として回転シーケンスで順次有効化しながら、前に有効化させた部分
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を回転シーケンスで順次無効化するための、少なくとも１つの設定を有し得る。部分は、
等しい有効化速度及び無効化速度、又は、無効化速度よりも速い有効化速度などの、異な
る有効化速度及び無効化速度を有し得る。少なくとも２つ又は３つの部分が同時に有効化
状態になり得る。
【００６５】
　制御装置１００、１０５は、１つの部分、１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１
Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘが、間欠的に有
効化及び無効化される、少なくとも１つの設定を有し得る。
【００６６】
　例えば、このような設定は、エラーの表示、又は、ユーザセレクタによりユーザ命令が
適切に獲得されたことを確認するなどの、マシン１が情報を獲得したことを確認する表示
と関連付けられ得る。
【００６７】
　複数のこのような部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ
～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘは、同時に有効化及び無効化されて
もよい。例えば、複数の部分、又は部分のグループが、内側部分１１０、１２０を中心に
他の恒久的に有効化又は無効化された部分により離間している。このような部品、又は部
品のグループは、例えば、内側部分１１０、１２０を中心に均等に離間している。
【００６８】
　このような部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１
Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘの２つが、交互に有効化及び無効化され得
る。
【００６９】
　例えば、２つの部分が、交互に有効化及び無効化される。
【００７０】
　例えば、このような設定は、例えば、ユーザセレクタによるユーザ入力、又はユーザに
よる別のアクションのマシン１による期待値と関連付けられ得る。
【００７１】
　このような部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１
Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘが、一定の頻度で間欠的に有効化及び無効
化され得る。例えば、いくつかの部分が、一定の頻度で間欠的に有効化及び無効化される
。
【００７２】
　このような設定に加えて、制御装置１００、１０５は、上記の設定よりも速い速度で、
部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～
４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘを有効化及び無効化するための少なくとも１つの他の設
定を有し得る。
【００７３】
　例えば、異なる種類の手順の実行を区別するために、異なる速度が使用されてもよい。
例えば、起動又はサービス（例えば、スケール除去）手順の実行が、比較的遅い速度にお
ける１つ以上の回転シーケンスによって示されてもよく、飲料調製手順は、比較的速い速
度における１つ以上の回転シーケンスによって示されてもよい。
【００７４】
　例えば、異なる速度は、例えば、ルンゴ若しくはエスプレッソコーヒーの異なる飲料の
調製手順などの同じ種類の異なる手順、又は軽度の若しくは集中的スケール除去手順など
の異なるサービス手順実行を区別するために、実施され得る。
【００７５】
　有効化可能及び無効化可能な部分に加えて、少なくとも１つの部分が、上記の設定又は
上記の更なる設定において、恒久的に有効化又は無効化されたままであってもよい。
【００７６】
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　例えば、原材料（例えば、水）利用可能性が最低レベルに近づいているなど、非停止警
告が、恒久的有効部分によって示されてもよい。非停止警告の別の例は、短い時間内にサ
ービス（例えば、スケール除去）プロセスを行うことの必要性に関連し得る。
【００７７】
　制御装置１００、１０５は、例えば、単一部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、
２１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘ、又は隣接
する部分のグループなどの、少なくとも１つの部分が順次有効化される、少なくとも１つ
の設定を有し得る。
【００７８】
　外周の照明可能装置１１、１１’、２１、３１、４１、５１は、細長い形状に概ね沿っ
ており、
　ａ）例えば、１つ以上の円１１、１１’（図１、図１ａ、及び図１ｘ）及び／若しくは
楕円５１（図５）、又はその一部などの曲線１１，１１’を形成する、
　ｂ）三角形４１（図４）、例えば、正方形３１（図３）、矩形、台形、若しくは平行四
辺形である、四角形３１、五角形、六角形２１（図２）、七角形、八角形１１’（図１ｘ
）、十角形、九角形、十角形、十一角形、若しくは十二角形などの、規則的若しくは不規
則的な多角形２１、３１、４１、又はその一部を形成する、
　ｃ）ストライプ１１、２１、３１、４１、５１（図１、図２～５）の形状、及び／又は
細長い形状に概ね沿って配置された、別個の発光素子などの別個の要素１１’（図１ｘ）
、例えば、ＬＥＤ１０１’又は発光可能光ファイバーの一部の形状に延びる、あるいは、
　ｄ）湾曲部分、及び真っ直ぐ若しくは角度を成す部分から形成された外周の照明可能装
置などの、特徴ａ）、ｂ）、及びｃ）の少なくとも２つの組み合わせである。
【００７９】
　制御装置１００、１０５は、ユーザに対して、
　　例えば、連続する部分、例えば、線状横並び構成の連続する部分を、内側部分を中心
として、ある回転シーケンスで順次有効化するための設定、及び任意により、全ての部分
を有効化した後に、全ての部分を同時に無効化する種類の設定など、上記の設定による、
加熱器の起動などの起動手順の実行を示すように、
　　例えば、単一部分、又は隣接する部分のグループなどの、少なくとも１つの部分が順
次有効化される設定など、上記の設定による、飲料調製の準備完了までに必要な時間に関
する指標をインタフェースが提示するスタンバイ手順を示すように、
　　例えば、連続する部分を内側部分を中心に回転シーケンスで順次有効化し、かつ全て
の部分が有効化された後に全ての部分を同時に無効化するか、又は先に有効化された部分
を、回転シーケンスで順次無効化する設定など、上記の設定による、飲料調製手順、例え
ば、回転シーケンスが完了すると、これを一度以上繰り返すこのような上記の設定のよう
な、例えば、遠心処理の軸線を取り囲む概ね外周の照明可能装置による、遠心処理による
飲料調製手順の実行を示すように、
　　例えば、上記の設定、例えば、少なくとも１つの部分が順次有効化され、任意により
全ての部分が順次有効化される設定による、ユーザ命令を受信する準備が完了した状態を
示すように、
　　例えば、上記の設定、例えば、１つの部分が間欠的に有効化及び無効化される設定に
よる、原材料カプセルなどのカプセルから、又は、例えば、ネットワーク又はポータブル
メモリ装置に接続される、マシンインタフェースからの情報を読み取る手順の実行を示す
ように、
　　例えば、上記の設定、例えば、１つの部分が間欠的に有効化及び無効化される設定に
よる、例えば、例えば水の不足などの原材料の不足を示す、エラーの状態を示すように、
　　例えば、上記の設定、例えば、少なくとも１つの部分が順次有効化される設定による
、飲料調製プロセスのパラメータを設定するため、又はスタンバイ若しくは自動停止プロ
セスに入るためのタイマーを設定するためなどの、ユーザプログラミングモードの有効化
を示すように、
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　　例えば、上記の設定成、例えば、全ての部分が有効化された後に全ての部分が同時に
無効化されるか、若しくは先に有効化された部分が、回転シーケンスで順次無効化される
ようにして、連続する部分が、内側部分を中心にして、回転シーケンスで順次有効化され
る設定、１つの部分が間欠的に有効化及び無効化される設定、又は少なくとも１つの部分
が順次有効化される設定などによる、すすぎ、洗浄、スケール除去、又は水材料排出手順
など、サービス手順の実行を示すように、並びに、
　　例えば、上記の設定、例えば、１つの部分１１Ａ～１１Ｆ、１１Ａ’～１１Ｈ’、２
１Ａ～２１Ｇ、３１Ａ～３１Ｆ、４１Ａ～４１Ｂ、５１Ａ～５１Ｈ、５１Ｘが、間欠的に
、例えば２回又は３回、有効化及び無効化される設定による、例えば、ユーザセレクタ１
１０、１１０Ａ、１１０Ｂ、１１０Ｃ、１１０Ｄによる、ユーザ命令の獲得の完了を示す
ように、概ね外周の照明可能装置１１、１１’、２１、３１、４１、５１を制御するため
の１つ以上の設定を含み得る。

【図１－１ｘ】 【図２】
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【図５】 【図６】
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